
 

 

 

 

１．研究課題名： 

廃ネオジム磁石からのレアアースのリサイクルシステムの開発 

 

２．研究代表者氏名及び所属： 

吉塚和治（北九州市立大学国際環境工学部） 

 

３．研究実施期間：平成 26～28 年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

レアメタルのリサイクル事業の本格稼働のためには、レアメタルを含む使用済み製

品の効率的な大量収集システムの確立、ならびに収集量に見合った経済性のあるレア

メタルの分離回収システムの確立が必須条件である。本研究では、急速に普及する電

気自動車やハイブリッド車の駆動モーターであるネオジム磁石の工程スクラップおよ

び市中スクラップから、特に安定供給の確保が求められている中・重希土類の分離回

収プロセスを開発する。特に、中小規模の事業所においても経済性が成立すると期待

される吸着分離法を利用したレアアースの分離回収プロセスの開発を行い、地方自治

体レベルでのレアアースのリサイクルシステムの要素技術を確立する。 

 

５．研究項目及び実施体制 

サブテーマ無し 

 

 

 

 

 

（顔写真） 



 

 

６．研究のイメージ 

 

廃ネオジム磁石からのレアアースのリサイクルシステムの開発

中国による
レアアースの
輸出規制

レアアース
（特に中・重希土類）
の戦略的確保の要求

使用済み製品からの
レアアース元素単体までの
分離回収システムの確立

レアアースの効率的な浸出技術の開発
90 %以上の効率でレアアースを浸出

レアアースの選択的な分離回収技術の開発
99 %以上の純度でレアアースを分離回収

ネオジム磁石からのNd・Dyの分離回収システムの開発

ネオジム磁石の工程スクラップおよび市中スクラップ

浸出条件の確立
酸化剤の種類と濃度
温度・pH・時間の検討
微粉末の粒径・比表面積の影響

流動層型浸出装置の開発と最適化

カラム吸着法による分離プロセスの
最適化
先端分離法
溶離分離法

 


